
二
〇
二
四
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

期
日
　
六
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）・
十
日
（
月
）

会
場
　
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
（
１
４
０
年
記
念
館
）

　
　
　
〒

101

－

0051 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
―
四
―
四

一
、
参
加
申
込
お
よ
び
参
加
費
の
支
払
い
は
、Peatix

も
し
く
は
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
替
用

紙
（
口
座
番
号
〇
〇
一
六
〇
―
一
―
一
〇
二
八
一
三
　
口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
」、

支
払
い
の
内
訳
を
必
ず
明
記
の
こ
と
）
に
て
、
五
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
（Peatix

か
ら
の
申
込
は
十
三
時
締
切
）。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
一
、五
〇
〇
円
、
懇
親
会
費
六
千
円
（
大
学
院
生
・
学
部
生
三
千
円
）

で
す
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
ご
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、
学
会
事
務
局 

（
早
稲
田
大
学
）
へ
メ
ー
ル
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
をPeatix

か
ら
お
支
払
い
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
上
で
領
収
書
の
発
行
が
可
能

で
す
。
振
替
用
紙
に
て
お
支
払
い
の
方
、
学
会
印
入
り
の
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
会
場

受
付
に
て
発
行
い
た
し
ま
す
。
可
能
な
限
り
、
事
前
に
学
会
事
務
局
（
早
稲
田
大
学
）
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
昼
食
の
用
意
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
、
ご
参
加
の
方
に
は
、
受
付
で
資
料
集
（
冊
子
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。
不
参
加
の
方
へ
の
郵

送
は
今
回
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

一
、一
日
目
（
六
月
八
日
）
の
若
手
交
流
企
画
で
研
究
成
果
物
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、三
日
目
（
六
月
十
日
）
は
神
田
古
書
店
ツ
ア
ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。
古
書
店
ツ
ア
ー
は 

必
ず
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
今
回
は
会
場
校
で
の
展
示
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
が
、
大
会
参
加
者
は
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

で
の
展
覧
会
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
観
覧
希
望
の
方
は
、
詳
細
を
確
認
の
上
、

必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
年
会
費
の
振
込
は
大
会
参
加
費
と
は
別
途
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
会
費
の
振
込
用
紙
は

『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
会
場
受
付
に
て
「
託
児
料
金
補
助
申
請
書
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
該
当
す
る
会
員
の
方

は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
二
〇
二
四
年
度
春
季
大
会
実
行
組
織
代
表

　
　
　
　
専
修
大
学
　
丸
井
　
貴
史

　
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　conf@

kinseibungakukai.com



日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
四
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
二
〇
二
四
年
四
月
二
十
二
日

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
実
行
組
織
代
表
　
丸
　
井
　
貴
　
史

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
　
池
　
澤
　
一
　
郎

〔
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
〕

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
　
池
澤
一
郎
研
究
室

〒
162
―

8644

 

東
京
都
新
宿
区
戸
山
一
―
二
四
―
一

電
　
話
　
〇
三
―
五
二
八
六
―
三
七
二
一
（
呼
出
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

info@
kinseibungakukai.com

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
　
場
】
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
（
１
４
０
年
記
念
館
）

【
行
　
事
】

第
一
日
　
六
月
八
日
（
土
）

大
会
受
付
（
一
一
・
三
〇
）

委
員
会
（
一
二
・
〇
〇
〜
一
三
・
〇
〇
）

委
員
会
会
場
　
八
階
　
１
０
０
８
２
教
室 

若
手
交
流
企
画
（
一
二
・
〇
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

若
手
交
流
企
画
会
場
　
四
階
　
１
０
０
４
２
教
室

「
卒
論
、
何
書
い
た
？
　
研
究
、
ど
う
し
て
る
？
」 

企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
　
昭
和
女
子
大
学
　
　
荻
　
原
　
大
　
地

開
場
時
間
（
一
三
・
三
〇
） 

座
談
会
（
一
四
・
〇
〇
〜
一
六
・
一
五
）

座
談
会
・
総
会
会
場
　
三
階
　
１
０
０
３
１
教
室
（
黒
門
ホ
ー
ル
）

「
神
保
町
と
日
本
近
世
文
学
会
―
―
古
書
店
街
の
見
て
き
た
本
と
人
」
協
力
＝
神
田
古
書
店
連
盟 

一
誠
堂
書
店
　
　
酒
　
井
　
健
　
彦

 

誠
心
堂
書
店
　
　
橋
　
口
　
侯
之
介

 

大
屋
書
房
　
　
纐
　
纈
　
く
　
り

 

聞
き
手
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
　
　
有
　
澤
　
知
　
世

 

司
会
　
　
　
　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
　
　
津
　
田
　
眞
　
弓

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
二
五
〜
一
七
・
四
五
）

懇
親
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）

懇
親
会
会
場
　
十
六
階
　
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル



第
二
日
　
六
月
九
日
（
日
）

大
会
受
付
（
九
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
〇
・
〇
〇
〜
一
二
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
三
階
　
１
０
０
３
１
教
室
（
黒
門
ホ
ー
ル
）

閉
会
（
一
六
・
〇
〇
）

昼
休
み
（
一
二
・
三
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
十
階
　
１
０
１
０
３
教
室

研
究
発
表
会
（
一
三
・
三
〇
〜
一
六
・
〇
〇
）

１
　
災
害
を
詠
じ
る
題
画
詩
―
―
小
野
湖
山
『
鄭
絵
餘
意
』
考 

城
北
中
学
校
・
高
等
学
校
（
非
）　
　
松
　
葉
　
友
　
惟

２
　
渋
江
保
の
筆
写
せ
る
『
慊
堂
遺
稿
』
に
つ
い
て 

早
稲
田
大
学
　
　
池
　
澤
　
一
　
郎

３
　
近
世
前
期
に
お
け
る
落
書
の
展
開
と
「
宝
永
落
書
」
成
立
ま
で 

日
本
大
学
　
　
倉
　
員
　
正
　
江

４
　
お
さ
ん
・
茂
兵
衛
の
「
実
説
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
『
武
辺
大
秘
録
』『
武
辺
秘
録
』
の
記
述
か
ら
―
― 

追
手
門
学
院
大
学
　
　
有
　
働
　
　
　
裕

５
　
落
語
「
大
丸
屋
騒
動
」
の
成
立 

明
星
大
学
　
　
勝
　
又
　
　
　
基

６
　
近
世
和
算
書
『
塵
劫
記
』
の
文
芸
的
翻
案
の
い
ろ
い
ろ
―
―
時
太
郎
可
候
（
北
斎
）
作
画
『
胸
中
算
用
嘘
店
卸
』
を
中
心
に
―
―

 

慶
應
義
塾
大
学
・
特
別
短
期
留
学
生
　
　
ジ
ョ
セ
フ
・
ビ
ル
ズ

７
　
北
尾
政
美
は
黄
表
紙
『
栄
増
眼
鏡
徳
』
の
挿
絵
を
描
い
た
の
か
―
―
化
物
の
描
写
を
中
心
に
―
― 

学
習
院
大
学
（
院
）　
　
吉
　
田
　
慎
一
朗

８
　
黄
表
紙
か
ら
合
巻
へ
、
そ
し
て
浮
世
絵
に
―
―
『
視
薬
霞
報
条
』
の
場
合
―
― 

同
朋
大
学
名
誉
教
授
　
　
服
　
部
　
　
　
仁

第
三
日
　
六
月
十
日
（
月
）

神
田
古
書
店
ツ
ア
ー
（
一
〇
・
〇
〇
〜
一
二
・
〇
〇
）

　
場
所
　
神
田
古
書
店
街

　
協
力
店
　
一
誠
堂
書
店
・
大
屋
書
房
・
沙
羅
書
房
・
誠
心
堂
書
店
・
日
本
書
房

　
　
＊
学
会
員
限
定
、
要
事
前
申
し
込
み
。
参
加
費
無
料
。

　
　
＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。



天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
観
覧
の
ご
案
内

　
大
会
参
加
者
は
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
左
記
の
展
示
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
事
前
の
郵
送
（
五

月
下
旬
頃
、
学
会
事
務
局
よ
り
郵
送
）、
も
し
く
は
大
会
受
付
で
招
待
券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　Peatix
の
場
合
は
大
会
参
加
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
振
替
用
紙
の
場
合
は
通
信
欄
に
展
示
観
覧
希
望
の
旨
と
招
待
券
の
受
け
取
り
方

法
（
郵
送
ま
た
は
大
会
受
付
で
受
け
取
り
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１
８
１
回
展

　
芭
蕉
の
根
源
―
―
北
村
季
吟
生
誕
四
百
年
に
よ
せ
て
―
―

　
会
期
　
二
〇
二
四
年
五
月
十
二
日
（
日
）
〜
六
月
九
日
（
日
）　
※
会
期
中
無
休

　
時
間
　
九
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分
（
入
場
は
一
七
時
ま
で
）

　
会
場
　
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
―
九
）

　
展
覧
会
特
設
ペ
ー
ジ
　https://w

w
w

.tcl.gr.jp/2024/03/15/post-6812/

座
談
会
「
神
保
町
と
日
本
近
世
文
学
会
―
―
古
書
店
街
の
見
て
き
た
本
と
人
」
概
要

　
今
大
会
の
会
場
で
あ
る
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
神
田
古
書
店
街
と
近
接
す
る
地
に
位
置
し
て
い
る
。
本
学
会
員
の
多
く
が
古
書
店
に
多
大
な
恩
恵
を

受
け
て
き
た
こ
と
や
、
我
々
の
研
究
が
古
書
店
な
く
し
て
進
展
し
得
な
い
こ
と
な
ど
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
ま
で
続
き
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
今
後
に
続
い
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
古
書
店
街
と
学
会
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
じ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
。

　
た
と
え
ば
、
近
世
文
学
研
究
に
携
わ
る
者
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
古
典
籍
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
を
は
じ
め
、
古
典
籍
を
め

ぐ
る
状
況
は
こ
の
数
十
年
で
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
変
化
の
捉
え
方
は
、
立
場
が
違
え
ば
異
な
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
古
書
店
と
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
の
認
識

を
共
有
す
る
こ
と
は
、
古
典
籍
の
未
来
の
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
古
書
店
の
仕

事
の
裏
側
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
会
員
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
お
話
を
伺
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
、
話
題
は
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
座
談
会
を
通
し
て
、
古
書
と
古
書
店
の
魅
力
を
会
員
各
位
に
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
企
画
に
お
い
て
は
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
る
。
こ
の
機
会
を
奇
貨
と
し
て
、
関
心
の
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
ご
質
問
い
た
だ
き
た
い
。

※ 

座
談
会
で
取
り
上
げ
る
話
題
に
つ
い
て
ご
希
望
の
あ
る
方
は
、
五
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
座
談
会
「
神
保
町
と
日
本
近
世
文
学
会
―
―
古
書
店
街
の
見
て
き
た
本
と
人
」
質
問
フ
ォ
ー
ム

　https://form
s.gle/X

Y
JZPi1nD

uxLrjH
Q
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若
手
交
流
企
画
「
卒
論
、
何
書
い
た
？
　
研
究
、
何
し
て
る
？
」
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
後
、
本
学
会
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。
参
加
者
の
時
間
や
場
所
の
制
約

が
少
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
学
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
も
の
の
、
対
面
開
催
の
学
会
で
あ
れ
ば
自
然
と
生
じ
て
い
た
、
会
員
間
で
の
研
究
成
果
の
交
換
や
研
究
情
報

の
や
り
と
り
や
近
況
報
告
と
い
っ
た
交
流
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
企
画
で
は
、「
卒
業
論
文
」
を
テ
ー
マ
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
お
こ
な
う
場
を
設
け
る
。
ま
だ
卒
論
の
記
憶
が
鮮
明
な
若
手
会
員
や
、
こ
れ
か
ら
執
筆

を
控
え
て
い
る
学
部
学
生
か
ら
卒
論
は
遠
い
昔
の
出
来
事
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
会
員
ま
で
、
ま
た
卒
論
か
ら
一
貫
し
た
テ
ー
マ
を
追
い
続
け
て
い
る
方
か
ら
卒
論
で

は
現
在
と
ま
っ
た
く
異
な
る
問
題
を
論
じ
た
と
い
う
方
ま
で
、
幅
広
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
話
題
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
論
文
抜
刷
、
研
究
報
告
書
等
の
研
究
成
果
の
頒
布
、
交
換
等
を
お
こ
な
え
る
よ
う
に
す
る
。

※
研
究
成
果
の
配
布
を
希
望
す
る
方
は
、
五
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
に
、
こ
ち
ら
か
ら
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
若
手
交
流
企
画
・
研
究
成
果
配
布
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

　https://form
s.gle/U

eJFqLow
H

SM
U

eiR
i9



研
究
発
表
要
旨

災
害
を
詠
じ
る
題
画
詩

―
―
小
野
湖
山
『
鄭
絵
餘
意
』
考

城
北
中
学
校
・
高
等
学
校
（
非
）　
松
　
葉
　
友
　
惟

小
野
湖
山
の
『
鄭
絵
餘
意
』（
明
治
三
年
刊
）
は
、山
本
琹
谷
の
描
く
「
窮

民
図
鑑
」
な
る
も
の
を
見
て
作
ら
れ
た
、
災
害
に
よ
っ
て
苦
し
む
民
草
の

姿
を
描
写
す
る
十
二
首
の
題
画
詩
で
あ
る
。
明
治
八
年
に
本
作
は
明
治
天

皇
に
献
上
さ
れ
、湖
山
は
硯
と
京
絹
を
賜
っ
た
。
湖
山
が
自
身
の
居
を「
賜

硯
楼
」
と
名
付
け
た
所
以
で
あ
る
。
本
発
表
は
、
こ
の
『
鄭
絵
餘
意
』
の

内
容
の
特
徴
と
出
版
意
図
に
つ
い
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
本
作
品
が
本
来
は
題
画
詩
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
湖
山

の
見
た
「
窮
民
図
鑑
」
を
稿
本
と
す
る
山
本
琹
谷
《
艱
民
図
》（
皇
居
三

の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
の
内
容
に
も
触
れ
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
な

お
、『
鄭
繪
餘
意
』
の
内
容
が
改
め
て
詩
巻
の
体
裁
で
献
上
さ
れ
る
に
あ

た
り
、《
艱
民
図
》
の
構
成
に
合
わ
せ
て
新
た
に
三
首
が
追
加
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
昨
年
、
田
中
純
一
郎
氏
の
論
「
山
本
琹
谷
《
艱
民
図
》
の
成

立
と
伝
来
に
関
す
る
考
察
」（『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
二
九
、
宮

内
庁
、
二
〇
二
三
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
三
首
の
内
容
に

つ
い
て
も
言
及
す
る
。

続
い
て
、本
作
品
に
お
い
て
蒲
生
褧
亭
の
評
が
果
た
し
て
い
る
役
割
と
、

そ
こ
か
ら
推
察
さ
れ
る
出
版
意
図
を
分
析
す
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
詩
は

幕
府
が
統
治
し
て
い
た
時
代
に
当
時
の
悪
政
へ
の
憤
り
を
込
め
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
褧
亭
が
十
二
首
そ
れ
ぞ
れ
に
附
し
た
評
を
読

む
と
、
明
治
に
入
っ
て
出
版
さ
れ
た
当
時
の
時
事
批
評
が
紛
れ
て
お
り
、

『
鄭
絵
餘
意
』
と
い
う
詩
集
そ
の
も
の
は
、
必
ず
し
も
過
去
の
幕
政
の
み

を
批
判
し
た
作
品
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

渋
江
保
の
筆
写
せ
る
『
慊
堂
遺
稿
』
に
つ
い
て

早
稲
田
大
学
　
池
　
澤
　
一
　
郎

渋
江
保
は
鷗
外
の
史
伝
『
渋
江
抽
齋
』
の
情
報
提
供
者
に
し
て
主
人
公

の
実
子
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
、
著
述
家
・
翻
訳
家
・
教
育
者
と
し
て
多

彩
な
活
躍
を
す
る
も
、
零
落
の
一
途
を
辿
る
。
発
表
者
が
、
文
京
区
立
森

鷗
外
記
念
館
所
蔵
の
鷗
外
宛
渋
江
保
書
翰
を
解
読
し
た
（『
森
鷗
外
宛
書

簡
集
』
第
五
集
）
処
、
渋
江
が
鷗
外
の
依
頼
で
幕
末
の
鴻
儒
松
崎
慊
堂
の

詩
文
集
を
筆
録
し
、
か
つ
『
慊
堂
日
暦
』
等
の
本
文
と
校
合
し
て
提
供
し

て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
写
本
の
過
半
は
、
鷗
外
の
識
語
・
書
き
入
れ
を

付
し
て
、
現
在
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鷗
外
文
庫
に
蔵
さ
れ
、
電
子
画
像

で
閲
覧
が
出
来
、
合
山
林
太
郎
氏
等
の
解
題
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
渋
江
保
の
『
慊
堂
遺
稿
』
の
筆
写
態
度
が
、
父
抽
齋
の

「
先
善
本
を
多
求
て
異
同
を
比
讐
し
、誤
謬
を
校
正
し
、そ
の
字
句
を
定
め
」

（『
抽
齋
吟
稿
』）
る
と
い
う
精
神
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
態
度



筆
者
は
以
前
「
東
叡
山
通
夜
物
語
」「
日
光
邯
鄲
枕
」
な
ど
通
夜
物
語

形
式
の
落
書
を
資
料
と
し
て
浮
世
草
子
時
事
小
説
と
の
影
響
関
係
を
論

じ
た
（『
浮
世
草
子
時
事
小
説
集
』
解
題
〈
国
書
刊
行
会
一
九
九
四
〉）。

そ
の
後
も
落
書
の
探
索
に
努
め
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
墨
海

山
筆
』（
天
保
十
四
年
閏
九
月
十
三
日
関
根
為
宝
序 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
画
像
公
開
）
第
八
冊
所
収
「
宝
永
落
書
」
を
抄
出
し
、
そ
の
知

的
戯
作
性
を
考
察
し
た
（「
宝
永
落
書
の
再
検
討
」『
人
間
科
学
研
究
』

21
二
〇
二
四
・
三
）。
ま
た
四
代
将
軍
家
綱
逝
去
時
の
「
大
森
信
濃
守
上
野

通
夜
物
語
」（
朝
日
重
村
・
重
章
編
『
塵
点
録
』・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
落

書
ふ
み
』〈
仮
題
〉
所
収
）
等
、「
宝
永
落
書
」
に
先
行
す
る
類
似
の
作
品

を
見
出
し
た
。

落
書
は
甚
大
な
自
然
災
害
や
衝
撃
的
な
事
件
発
生
時
の
ほ
か
に
、
将
軍

の
代
替
わ
り
に
流
布
す
る
傾
向
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
未
紹
介
作
品
を

主
な
資
料
と
し
て
近
世
前
期
に
お
け
る
落
書
の
表
現
形
式
「
な
お
し
」（
古

典
の
パ
ロ
デ
ィ
）
と
、
政
治
の
刷
新
を
期
待
す
る
「
世
直
し
願
望
」
と
で

も
言
う
べ
き
性
格
を
指
摘
す
る
。

は
鷗
外
が
傾
倒
し
て
い
た
松
崎
慊
堂
・
狩
谷
棭
齋
等
の
考
証
学
者
の
系
譜

に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
書
誌
学
、
校
勘
学
こ
そ
が
、

す
べ
て
の
学
藝
が
基
礎
と
す
べ
き
分
野
で
あ
り
、
一
篇
の
「
著
作
」
を
凌

駕
す
る
学
識
を
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、『
慊
堂
遺
稿
』
に
お

け
る
渋
江
保
の
校
勘
の
あ
り
か
た
と
書
き
入
れ
と
に
確
認
す
る
。
加
之
、

近
代
文
藝
評
論
の
白
眉
と
さ
れ
る
『
森
鷗
外
』
の
著
者
石
川
淳
が
、慊
堂
・

棭
齋
の
考
証
学
を
敬
慕
す
る
鷗
外
の
精
神
を
誠
実
に
継
承
し
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
を
も
、『
前
賢
餘
韻
』
の
記
事
や
こ
の
ほ
ど
公
刊
が
開
始
さ
れ

た
石
川
淳
の
日
記
等
に
拠
っ
て
実
証
す
る
。

近
世
前
期
に
お
け
る
落
書
の
展
開
と
「
宝
永
落
書
」
成
立

ま
で

日
本
大
学
　
倉
　
員
　
正
　
江

明
治
期
に
矢
島
松
軒
が
収
集
し
た
落ら
く
し
ょ書

は
鈴
木
棠
三
・
岡
田
哲
編

『
江
戸

時
代
落
書
類
聚
』（
原
本
国
立
国
会
図
書
館
蔵
・
翻
刻
東
京
堂
出
版

一
九
八
四
）
で
紹
介
さ
れ
、
中
で
も
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
（
正
保
三
年

〈
一
六
四
六
〉
〜
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
〉）
の
治
世
下
と
没
後
に
多
出
し

た
い
わ
ゆ
る
「
宝
永
落
書
」
は
巻
之
二
〜
四
に
該
当
し
、
最
大
の
量
を
誇

る
。
ま
た
鈴
木
棠
三
編
『
落
首
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
一
九
八
二
）
が
、

狂
歌
形
式
の
作
を
補
塡
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
落
書
は
未
翻
刻
・
未
検
討

の
も
の
が
多
い
。



記
さ
れ
て
い
る
供
養
塔
等
に
関
し
て
は
疑
問
が
存
す
る
こ
と
に
言
及
す

る
。

落
語
「
大
丸
屋
騒
動
」
の
成
立

明
星
大
学
　
勝
　
又
　
　
　
基

落
語
「
大
丸
屋
騒
動
」
は
上
方
の
大
ネ
タ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

大
丸
屋
の
当
主
宗
兵
衛
の
弟
・
宗
三
郎
が
、
愛
人
で
あ
る
祇
園
の
舞
妓
・

お
と
き
に
逢
い
た
い
ば
か
り
に
村
正
の
刀
で
脅
そ
う
と
す
る
が
、
誤
っ
て

斬
り
殺
し
て
し
ま
い
、
妖
刀
の
導
き
で
路
上
に
出
て
多
く
の
人
に
斬
り
つ

け
る
、
と
い
う
筋
で
あ
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
実
際
に
起
こ
っ

た
刃
傷
事
件
に
基
づ
い
た
落
語
で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
話
芸
化
は
、
実
録
体
小
説
↓
講
談
↓
落
語
と
い
う
流
れ
を

た
ど
っ
た
。
こ
れ
は
事
件
に
基
づ
く
話
芸
の
成
立
過
程
と
し
て
は
典
型
的

な
も
の
だ
と
言
っ
て
良
い
。
た
だ
こ
の
事
件
に
は
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ

る
。
第
一
は
、
公
儀
へ
の
書
上
写
と
い
う
事
件
記
録
が
残
る
こ
と
だ
（
西

沢
一
鳳
『
讃
仏
乗
』
掲
載
）。
こ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
、そ
の
後
の
創
作
・

脚
色
の
さ
ま
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
記
録
で

は
犯
人
の
使
用
し
た
刀
は
粟
田
口
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
村
正

伝
説
の
求
心
力
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
は
、
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
蔵
の
伝
・
芥
川
丹
邱

著
『
凶
刀
伝
』（
写
本
一
冊
）
と
い
う
漢
文
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
だ
。

お
さ
ん
・
茂
兵
衛
の
「
実
説
」
を
め
ぐ
っ
て

―
―
『
武
辺
大
秘
録
』『
武
辺
秘
録
』
の
記
述
か
ら
―
―

追
手
門
学
院
大
学
　
有
　
働
　
　
　
裕

西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』
巻
三
「
中
段
に
み
る
暦
屋
物
語
」
や
近
松
の

『
大
経
師
昔
暦
』
の
題
材
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
、諏
訪
春
雄
氏
は
「
大

経
師
昔
暦
の
実
説
」（『
近
世
文
芸
』
二
十
二
号
）
で
、「
京
都
所
司
代
の

法
令
類
を
輯
め
役
人
の
参
考
に
し
た
書
籍
」
に
、
天
和
三
年
九
月
二
十
二

日
に
粟
田
口
に
お
い
て
、
お
さ
ん
、
茂
兵
衛
の
二
名
が
磔
、
下
女
た
ま
が

獄
門
の
刑
に
処
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
も
っ
と
も
信
憑
性
の
高
い
資
料

と
さ
れ
て
い
る
が
、
諏
訪
氏
が
参
照
し
た
の
は
、
雑
誌
『
趣
味
』
明
治

四
十
二
年
二
月
号
掲
載
の
春
蘿
生
「
お
さ
ん
茂
兵
衛
の
事
実
に
就
い
て
　

附
堀
川
浪
之
鼓
の
事
実
」
の
中
の
記
述
で
あ
っ
た
。
以
後
そ
の
「
書
籍
」

の
現
物
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
近
年
で
は
滅
失
の

可
能
性
が
言
及
さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。

そ
の
春
蘿
生
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
を
、
京
都
町
奉
行
所
の
判
例

に
関
す
る
資
料
で
あ
る
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
武
辺
大
秘
録
』（『
京
都

町
触
集
成
　
別
巻
３
』
所
収
）
と
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館

蔵
『
武
辺
秘
録
』
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の

い
ず
れ
か
を
春
蘿
生
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
処
刑
の

詳
細
に
つ
い
て
の
記
録
部
分
は
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
や
、
付



あ
る
。
題
名
だ
け
を
も
じ
る
も
の
、
書
型
と
内
容
を
も
じ
る
も
の
（
所
謂

「
表
現
模
倣
形
式
」）、
問
題
が
物
語
に
利
用
さ
れ
る
も
の
（
仮
に
「
算
術

物
語
」
と
名
づ
け
る
）。
そ
の
算
術
物
語
で
、
草
稿
が
残
る
時
太
郎
可
候

（
北
斎
）
作
画
の
黄
表
紙
『
胸
中
算
用
嘘
店
卸
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉

刊
）
は
特
に
注
目
す
べ
き
作
で
あ
る
。「
五
三
」
と
「
加
三
」
の
「
算さ
ん

勘か
ん

国こ
く

」
で
の
冒
険
で
『
塵
劫
記
』
の
計
算
問
題
で
目
前
の
難
問
を
解
決
す
る

よ
う
に
、
同
書
で
使
わ
れ
る
意
匠
や
問
題
が
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
、
読
者

が
問
題
を
理
解
し
な
け
れ
ば
読
み
進
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文

学
と
計
算
の
融
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。
草
稿
か
ら
の
改
変
を
読
み
解
き
草

双
紙
史
上
の
意
味
を
考
え
、
北
斎
の
画
力
と
筆
力
の
高
さ
と
、
面
白
み
が

な
い
と
さ
れ
て
き
た
寛
政
期
以
後
黄
表
紙
の
価
値
を
再
評
価
し
、
か
つ
多

様
な
分
野
の
知
が
文
芸
と
融
合
す
る
作
が
一
般
に
向
け
販
売
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
江
戸
文
芸
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
示
し
た
い
。

北
尾
政
美
は
黄
表
紙
『
栄
増
眼
鏡
徳
』
の
挿
絵
を
描
い
た

の
か

―
―
化
物
の
描
写
を
中
心
に
―
―

学
習
院
大
学
（
院
）　
吉
　
田
　
慎
一
朗

『
栄
増
眼
鏡
徳
』（
寛
政
二
年
〈
一
七
九
○
〉
刊
。
以
下
、『
栄
増
』
と

略
す
）は
眼
鏡
を
主
題
と
す
る
珍
し
い
黄
表
紙
で
あ
る
。
棚
橋
正
博
氏『
黄

表
紙
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
年
）
は
本
作
の
画
工
を
北
尾
政

事
件
後
ほ
ど
な
く
執
筆
さ
れ
た
と
思
し
い
該
書
は
、
世
に
様
々
な
巷
説
が

広
ま
っ
て
い
る
た
め
に
事
実
に
近
い
所
を
記
す
、
と
謳
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
実
際
に
は
創
作
性
が
高
い
。
こ
れ
に
も
妖
刀
・
村
正
が
登
場
し
、
犯

人
が
妾
の
浮
気
を
疑
っ
て
殺
害
す
る
な
ど
の
脚
色
が
見
ら
れ
る
。

大
丸
屋
騒
動
は
事
件
直
後
か
ら
村
正
伝
説
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の

こ
と
が
豊
か
な
文
学
的
展
開
を
導
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 近
世
和
算
書
『
塵じ
ん

劫こ
う

記き

』
の
文
芸
的
翻
案
の
い
ろ
い
ろ

 

―
―
時と
き

太た

郎ろ
う

可か

候こ
う

（
北
斎
）
作
画
『
胸む

な中
算ざ
ん

用よ
う

嘘う
そ
の

店た
な

卸お
ろ
し』

を
中
心

に
―
―

慶
應
義
塾
大
学
特
別
短
期
留
学
生
　
ジ
ョ
セ
フ
・
ビ
ル
ズ

周
知
の
通
り
、
吉よ
し

田だ

光み
つ

吉よ
し

が
執
筆
し
た
和
算
書
『
塵
劫
記
』
は
寛
永
四

年
（
一
六
二
七
）
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
様
々
な
形
で
再
版
か
つ
再
生
さ

れ
、
広
く
「
鼠
算
」
な
ど
の
問
題
や
挿
絵
の
意
匠
が
人
々
に
共
有
さ
れ

た
。
先
行
研
究
が
主
に
数
学
や
書
誌
学
の
領
域
で
行
わ
れ
、
鈴
木
久
夫
氏

が
「
江
戸
文
学
と
珠
算
（
３
）」（
一
九
七
三
年
）
で
和
算
に
関
わ
る
作
や

パ
ロ
デ
ィ
ー
作
を
目
録
化
し
た
も
の
の
、
詳
細
な
分
析
ま
で
に
至
っ
て
い

な
い
。

よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
鈴
木
氏
の
目
録
を
修
正
し
つ
つ
、
近
世
文
芸
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
『
塵
劫
記
』
を
翻
案
し
た
か
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
ま
ず
近
世
文
芸
で
使
わ
れ
た
翻
案
方
法
は
主
に
次
の
三
種
で



美
と
す
る
が
、
本
発
表
で
は
こ
れ
が
政
美
画
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
し
つ

つ
、
政
美
の
黄
表
紙
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
三
つ
の
視
点
か
ら
検
証
を
行
う
。
一
点
目
で
あ
る
が
、

化
物
た
ち
が
登
場
す
る
場
面
は
、
北
尾
政
美
が
画
工
を
務
め
た
『
夭
怪
着

到
牒
』（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉刊
）
の
一
丁
裏
・
二
丁
表
と
化
物
の
種
類
・

描
法
や
構
図
に
お
い
て
類
似
点
を
持
つ
一
方
、
技
術
不
足
が
目
立
ち
、『
夭

怪
着
到
牒
』
の
醜
悪
な
化
物
像
を
意
識
し
つ
つ
滑
稽
化
し
て
描
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
政
美
で
は
な
い
何
者
か
が
、
政
美
の
描
く
化
物
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
を
試
み
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
点
目
に
、『
栄
増
』
に
描
か

れ
る
眼
鏡
は
、政
美
が
他
の
黄
表
紙
等
に
描
い
た
眼
鏡
と
大
き
さ
や
形
状
、

使
用
法
に
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
三
点
目
に
、『
栄
増
』
の
浮
絵
風
の
挿

絵
は
遠
近
画
法
に
則
っ
て
お
ら
ず
、
浮
絵
で
も
名
を
馳
せ
た
政
美
が
描
い

た
に
し
て
は
稚
拙
な
印
象
が
否
め
な
い
。
そ
の
他
、
本
作
に
は
、
政
美
本

人
に
よ
る
と
も
、
模
倣
と
も
と
れ
る
特
徴
的
な
図
柄
が
存
在
す
る
。

『
栄
増
』
は
マ
イ
ナ
ー
な
作
品
で
あ
る
が
、
本
発
表
に
お
い
て
、
本
作

を
起
点
と
し
て
多
く
の
政
美
作
品
を
検
証
し
、
黄
表
紙
時
代
の
政
美
の
特

徴
を
複
数
示
す
こ
と
で
、
今
後
、
他
の
黄
表
紙
に
つ
い
て
政
美
画
で
あ
る

か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
を
提
示
し
た
い
。
そ
の
点
で
、

北
尾
政
美
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

黄
表
紙
か
ら
合
巻
へ
、
そ
し
て
浮
世
絵
に

―
―
『
視
薬
霞
報
条
』
の
場
合
―
―

同
朋
大
学
名
誉
教
授
　
服
　
部
　
　
　
仁

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
正
月
に
曲
亭
馬
琴
作
（
北
尾
重
政
画
）
の

黄
表
紙
『
視
ミ
る
が

薬く
す
り

霞
か
す
ミ
の

報ひ
き

条ふ
だ

』（
三
巻
三
冊
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
刊
）
が
刊
行

さ
れ
た
。
そ
の
三
十
七
年
後
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
合
巻
仕
様
に

し
て
『
視
薬
霞
報
条
』（
三
巻
二
冊
、鶴
屋
喜
右
衛
門
刊
）
が
再
板
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、棚
橋
正
博
氏
の『
黄
表
紙
總
覽
　
中
篇
』（
平

成
元
年
）
に
詳
し
い
。
当
初
の
喜
右
衛
門
か
ら
二
代
あ
と
の
喜
右
衛
門
に

あ
た
る
が
、
板
権
は
ず
っ
と
保
持
し
て
い
た
よ
う
で
、
再
板
す
る
こ
と
に

問
題
は
一
切
な
か
っ
た
よ
う
だ
。た
だ
し
合
巻
仕
様
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、

重
政
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
絵
師
を
歌
川

国
芳
に
変
更
し
、
新
規
に
錦
絵
風
摺
付
表
紙
を
付
け
、
本
文
中
の
絵
も
す

べ
て
書
き
直
し
て
い
る
。
し
か
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
役
者
似
顔
で
描
い
て
い

る
。
例
え
ば
上
巻
の
表
紙
絵
は
七
代
目
市
川
團
十
郎
（
こ
の
頃
は
、
七
代

目
市
川
海
老
蔵
と
称
し
て
い
る
）、
下
巻
の
表
紙
絵
は
五
代
目
岩
井
半
四

郎
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
再
板

か
ら
二
十
五
年
後
、
即
ち
幕
末
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
改
印
の
浮
世
絵

に
「
視
薬
霞か
す
ミの
引
札
」
と
い
う
一
連
の
戯
画
が
あ
る
。
馬
琴
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
に
、
国
芳
は
文
久
元
年
に
亡
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、



文
章
は
ほ
ぼ
同
じ
で
「
三
世
一
九
述
」
と
偽
り
、
絵
は
黄
表
紙
に
酷
似
し

て
お
り
「
一
英
斎
芳
艶
画
」
と
偽
作
ま
が
い
で
あ
る
。
大
判
に
二
図
、
つ

ま
り
中
判
全
十
二
図
の
も
の
で
あ
る
。

黄
表
紙
か
ら
合
巻
へ
、
そ
し
て
浮
世
絵
に
と
い
う
変
遷
を
見
て
み
る
。
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